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『リュ シ ア ン ・ル ー ヴ ェ ン」 に お け る 〈衣 裳 〉

高 木 信 宏

「現 代 的 理 想 美 」 を 創 造 す べ く同 時 代 の社 会 に題 材 を も と め た 『赤 と黒 』 は

ス タ ンダ ー ル的 〈ロ マ ンチ シズ ム〉 の ひ と つ の結 実 で あ る が,選 択 さ れ た叙 述

の手 法 は 当 時 一 世 を 風 靡 し多 く の作 家 た ち に大 き な 影 響 を あ た え た ウ ォ ル

タ ー ・ス コ ッ トの歴 史 小 説 の方 法 と は一 線 を画 した もの と な つて い る。 と りわ

け注 目 した い の は,ス タ ンダ ー ル の小 説 で は作 中 人 物 の容 貌 や服 装 と い っ た風

俗 的 な 細 部 が き わ め て 消 極 的 に しか 示 さ れ な い点 で あ る。 そ の 主 な理 由 は,

1830年2月19日 『ナ シ オ ナ ル 」 紙 に 発 表 さ れ た 「ウ ォ ル タ ー ・ス コ ッ トと

『ク レー ヴの 奥 方 』」 とい う短 い論 文 に お よそ 窺 い知 れ る1)。 ス コ ッ ト流 の こ ま

ご ま と した 風 俗 描 写 は歴 史 に不 案 内 な 読 者 に しか 価 値 が な く,時 代 の 流 れ の な

か で や が て は色 槌 せ て し ま う もの で あ る。 しか も 「自然 の 模 倣 」 と い いつ つ も

ス コ ッ トの 作 品 は情 念 の 描 出 に お い て 「自然 の 特 徴 」 が 充 分 で な い,と い うの

が ス タ ンダ ー ル の批 判 で あ り2),ま た 『赤 と黒 」 の創 作 に お い て 『ク レー ヴの

奥方 』 に連 な る心 理 分 析 の手 法 に か け る作 家 の 文学 的戦 略 の 根拠 で もあ った だ

ろ う。

しか しな が ら,1832年 の 『社 会 的地 位 』,1834年 に は じま る 『リュ シア ン ・

ル ー ヴ ェ ン」3)の 創 作 で は,叙 述 に か ん す る ス タ ン ダー ル の 考 え に変 化 が み ら

れ る。 『赤 と黒 』 に た い す る同 時 代 人 の 不 評 を反 省 して か,読 者 の想 像 力 に訴

え るた め に風 俗 的 な細 部 描 写 を も つ と採 りい れ る必 要 を お ぼ え て い る の で あ

る4)。 な か で も興 味 ぶ か い の が,作 中 人 物 が 身 に ま と う衣 裳 に つ い て の 「流

行,衣 服,そ の 着 こ な し,こ れ はG・ サ ン ドの 得 意 と す る と ころ。 〔… 〕 ジ ョ

ル ジ ュ ・サ ン ドに倣 つて手 を くわ え る こ と」[1516]と い つ た草 稿 の余 白 メ モ

で あ る。 たん な る文 学 的 流 行 へ の妥 協 と い つ た よ う な こ とが 考 え に くい作 家 で

あ り,か つ て 『イ タ リア絵 画 史 』 の な か で は同 時 代 の服 装 の美 術 的 モ チ ー フ と

して の価 値 に つ い て疑 念 が 表 明 さ れ て い た だ け に5),ス タ ンダ ー ル が小 説 の叙

[1]
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述 の な か に 〈衣 裳 〉 と い う モ チ ー フ の積 極 的 な導 入 を はか つ た ね らい,つ ま り

この モチ ー フ に どの よ う な役 割 を演 じさせ て い る のか と い つた こ と は充 分 検 討

に あ た い しよ う。 本 稿 で は 未 完 の小 説 とい う性 格 を留 意 しつ つ,〈 衣 裳 〉 の モ

チ ー フの 考 察 を こ こ ろみ た い。

1

ヴ ァ レ リー に よ つて 「ヴ ォ ー ドヴ ィル 」 と評 さ れ た よ うに,「 リュ シア ン ・

ル ー ヴ ェ ン」 の描 きだ す 世 界 は シニ カ ル な 笑 い に満 ち あ ふ れ て い る。7月 王 政

下 の フ ラ ンス社 会 の カ リカ チ ュア を呈 示 す るに あ た つて,第1部 で は地 方 都 市

ナ ン シー,第2部 で は主 と して パ リと,主 人 公 の 移 動 に した が い 異 な る社 会 的

環 境 ・階 層 を風 刺 の 対 象 と して い くそ の手 法 は,ス タ ン ダー ル が18世 紀 の 風

刺 作 家 た ち か ら継 承 した もの で あ る6)。 〈衣 裳 〉 の モ チ ー フ も作 品 の こ の よ う

な趣 向 と無 縁 で は な い が,衣 裳 そ れ 自体 が 誇 張 を と もな う喜 劇 的 な小 道 具 と し

て作 中人 物 の性 格 的特 徴 を デ フ ォル メ して あ らわ す と い うわ けで は な い。 当時

の貴 族 階 級 や ブル ジ ョワ 階級 に浸 透 して い る 「優 雅 さ」 「流 行 」 の見 地 か ら登

場 人 物 た ち の 着 こな しを 槍 玉 にあ げ る こ と,あ る い は階 層 間 の差 異 の記 号 と し

て の 衣 裳 の 社 会 的 な 機 能 を 積 極 的 に論 ず る ことが 作 家 の主 た る関 心 とな つて い

るわ けで もな いの だ 。 冷 や や か な描 写 に よ つて ク ロー ズ ア ップ さ れ るの は 〈衣

裳 〉 を め ぐつて 人 々が み せ る反 応 で あ り,焦 点 は 〈衣 裳 〉 そ の もの の うえ に お

か れ て い る と は い いが た い。 い くつ か代 表 的 な例 を見 て い く と,ま ず第1部 ・

第ll章 ナ ン シー の 町民 シル ヴ ィ ア ー ヌ嬢 の ば あ い

お茶を飲みおわ ると,リ ュシアンはその夜 シルヴィアーヌ嬢が着 ていた じつ にきれい

な ドレスを ほめ に行 った。 アルジエ製の生地で,栗 色(と 思 うが)と 淡黄 のたいへん

広い縞が はい つてお り,こ の色が光 にあたって,い ちだんとひきた つて見 えた。

リュシア ンが見 とれて いると,こ れにこたえて器量 自慢 のシルヴ ィアーヌは,そ の

風変わ りな ドレスの いわれ を くわ しく説 明 した。 アルジエ製 の生地 で,長 いあいだ洋

服箪笥 に しまつて おいたことなど。 この感動 的な話 の興 味 しん しんたる箇所 に さしか

か ると,美 人 のシルヴ ィアーヌはいささか並 はず れな体 の ことを忘 れて,き ま つて首

をか しげるのだつた。[879]
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めず ら しい服 地,お そ ら くは高 価 な ドレス を一 介 の商 売 人 の娘 が身 に ま と う こ

と の是 非 を問 うよ うな教 条 主 義 的 な了 見 は,も ち ろ ん ス タ ン ダー ル とは無 縁 で

あ ろ う。 しな をつ く つた仕 種 に お と らず 鼻 もち な らな い俗 悪 さ と して描 か れ て

い る の は,自 分 の所 有 物 につ い て と くと くと話 す 行 為,つ ま り慎 み ぶ か さ の欠

如 で あ る。 しか も,こ の空 虚 な饒 舌 を,パ リの ブ ル ジ ョワ青 年 が感 心 す る ほ ど

の み ご と な ドレス と ナ ンシ ーで も指 折 りの美 貌 と い う2つ の外 的 な美 点 と の対

照 にお くこ とで,そ の 醜 さ は い つ そ う際 だ たせ られ て い る の だ。

しか し,だ れ しもが この よ う な細 部 に敏 感 なわ けで は な い,と 小 説 家 は考 え

た の だ ろ うか。 よ りわ か りや す くす るた め の 伏線 が 敷 か れ て い る。 前 章 にお い

て登 場 す るテ オ ドラ ン ド ・ド ・セ ル ピ エ ール嬢 とそ の姉 妹。 ナ ンシ ーの 名 門 貴

族 に属 す る彼 女 た ち は,社 会 階級 ば か りか経 済 状 況 や容 姿 と い つた 点 で も シ ル

ヴ ィァ ー ヌ嬢 とは対 照 を な す存 在 で あ る

彼女 たちの話 しぶ りはす なおだ つた。「まるで美人 でな くてす みません といって い

るみたいだ」 と リュシア ンはふ と思 つた。

彼女たち はあ まり声高な話 はす こしもしなか つた。話 に興がの つて きて も,首 をか

しげた りは しない し,た えず聞 き手にあたえ る効果を気 にす るということもな く,自

分 たちの ドレスの生地 が どんなに珍 しいか,ど こ製か とかい つた ことを こまごまと述

べたてた りもしなか った。[876]

外面と内面の不一致,そ れがあ らか じめ逆のパターンで配置されることで,2

種類の人間のタイプの対照を強調するように働いているのが確認できよう。い

うまでもな くこの2重 化された対照法は,ス タンダールのこころみる戯画化の

構成法としてとらえるべきものである。付言するな らば,こ れ らが配置されて

いるセルピエール邸 とベルシュの店 という2つ の挿話 ・空間そのものが こ

れらは物語の時間の流れのなかで隣接 している 主人公 リュシアンによつて

経験 される 「くつろぎ」 と 「倦怠」,お よび時間感覚 によつてさらに大きな対

立の構図におかれている点 も見逃すことはできない7)。

〈衣裳〉というモチーフに導かれて冷笑的に描 きだされるのは,な にも中産

階級にかぎられるわけではない。作家は正統王朝派の地方貴族たちにも矛先を

むけている。第15章,国 外亡命中の王妃の祝日に催 された舞踏会でのシャス

トレール夫人の装い(「 あつさりした薄化粧」「地味で質素 な ドレス」[916])
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にたいして他の貴族たちがむける非難,そ れはセル ピエール夫人のつぎのせり

ふに集約されていよう 「あの粗末な白いモス リンはどういうことなので

しょう」[917]。 この第一声が,夫 人の長たらしい批判の真の動機がどのよう

な性質の ものであるのかを ものの見事に露呈させている。生地の素性を見て思

わず口をついて出たことば,そ れは審美的な価値判断のまじらない一種の値ぶ

みにすぎず,あ のシルヴィァーヌ嬢の自慢話とオーバーラップすることで社会

階層間の精神面での距離を一挙に消滅させて しまう。モリエールの時代とは逆

の主題 成 り下がる貴族の姿のカリカチュア。よしんば 「綿」 と 「絹」 とに象

徴される政治的な対立をふまえたものであつたとしても,敵 対する階級の言動

を意識するがゆえにもはや貴族 らしくない貴族であることにいささかもかわり

ない 「〈共和派がなんといいだすで しょう〉と貴婦人 たちは異口同音に叫

んでいた」[917]。

スタンダールの筆は,地 方貴族たちの 「舞踏会」の絢燗豪華な外面にかくさ

れた,こ のような時代固有の精神傾向をシニカルに描 きだしている

た わ い な い見 栄 ば か り は つて い る この 地 方 で は,舞 踏 会 と い う と戦 いの 日で あ り,

ひ とつ の 美 点 で もお ろそ か にす る と,は な はだ しい気 ど り と み な され る。 本 来 な ら,

シ ャ ス ト レー ル夫 人 に ダ イ ヤ ぐ らいつ けて ほ しか っ た と こ ろ だ。[916]

つまり,シ ャストレール夫人が中傷 されるのは,貴 族 としての義務を冒涜 して

いるからでなく,ひ とえに高価な所有物による虚栄心の競合に参加 しないため

ということになろう。 いうまでもな く,こ こでスタンダールが戯画的に呈示 し

ているのは,ブ ルジョワの時代にいかにも似つかわしい 「高尚さ」「優雅さ」

を勘定する舞踏会なのである。

ところで,先 の 〈セル ピエール姉妹vsシ ルヴィアーヌ嬢〉のばあいとは風

刺の対象となるものの形態こそ異なるが,実 質は同一の精神構造がモラリス ト

的なレベルで問題となつているのはあきらかである。カリカチュアの構成の面

か ら 「虚栄心」という主題の変奏についていえば,明 解な対立の構図がふたた

びもちいられている点に共通の特色をみることができる。スタンダール的な虚

構世界の構築と,さ らに審美的な次元に観点をかえるならば,こ れらの挿話は

スタンダール的な 「存在」たちとその他の人間たちを差異化する機能をも同時
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に あ わ せ も つて い る の は ま ち が い な く,そ の 意 味 で は 作 品 に お け る 「美 」 と

「醜 」 の コ ン トラ ス トを い つ そ う鮮 明 に す る働 き を も って い る と定 義 す る こ と

もで き る はず だ。

2

しか しなが ら,こ の よ うな二 項 対 立 に よ る組 立 は お うお うに して善 悪 二 元 論

的 な単 純 さ ・平 板 さ に お ち い る もの で あ ろ う。 が,ス タ ン ダー ル の戯 画 的 リア

リズ ム は主 人 公 を も語 り手 の辛 辣 な皮 肉 の対 象 も つ と も,ヴ ィ ク ター ・ブ

ロ ンバ ー トの 指 摘 す る よ うな 「見 せ か け の皮 肉 」 は別 と して8)に す る こ と

で そ の難 を逃 れ て い る。

上 層 ブ ル ジ ョワ ジー の偲 偲 政 権 と もい え る7月 王 政 下 に あ って,パ リで も有

数 の銀 行 家 を父 に もつ リュ シア ン ・ル ー ヴ ェ ン。 第1部 ・第1章 で ス タ ン ダー

ル は こ の理 工 科 学 校 を放 校 さ れ た支 配 階 級 の ジュ ニ ア を登 場 さ せ るに あ た り,

服 装 へ の言 及 を忘 れ て は い な い

その ときか ら,リ ュシア ンは変わ つた感 じの青 と金色のぜいた くな部屋着を はお り,

鶏頭色 の暖かいカ シ ミヤの ズボ ンを はいて いた。

彼 は こうい う身な りで幸福 そ うに して,顔 に は微笑みを うかべて いた。室内を ひと

まわ りす るたびに,べ つに どこを注視す るとい うこともな くちょつと目をそ ら して,

長椅子 のほ うを見や ったが,長 椅 子の上に は鶏頭色の笹縁 のつ いた緑の軍服が投 げだ

してあ り,そ の軍服 には少尉 の肩 章がついていた。

これ こそ幸福 とい うものであ つた。[772]

軍 人 へ の 転 身 を 予 告 す る一 節 で 語 られ る 「幸 福 」,し か しそ れ が ル イ=フ ィ

リ ッ プの 国 民 軍 へ の 期 待 で な い こ と は,つ づ く第2章 の 主 人 公 の 内 的 独 白 に

よ つて あ き らか だ。 お そ ら く輝 か しい ナ ポ レオ ンの軍 隊 へ の憧 憬 に 由来 す る,

い くぶ ん子 供 じみ た 満 足 感 に は,7月 王 政 期 に フ ラ ン ス文 化 の なか に深 く定 着

した観 の あ る ダ ンデ ィス ム と はい え な い ま で も9),ブ ル ジ ョワ青 年 の ひ とつ の

特 徴 を なす 洗 練 さ れ た 〈衣 裳 〉 に つ い て の趣 味 ・嗜 好 が い りま じ つて い るの を

見 な い わ け に は いか な い だ ろ う
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「第9連 隊 にも席 はあいて いたが,惜 しいことを したか な」。 リュシア ンは,バ ルセ

ロナか ら届 いた甘 草紙 で巻 きたて の小 さな葉 巻 に楽 しげ に火 をつけなが らつぶや い

た。「第9連 隊 は黄 水仙色 の笹 縁をつ けてい る……あの ほ うが明 るいな…… それはそ

うだが,し か し気品が ない し,威 厳 がない,軍 人 らしくもない……。 なに軍人 らしい

だって。下院で雇 われた こんな連隊相手 に戦 う奴 などいる ものか。軍服 でかん じんな

のは舞踏会 でひきたつ ことだ。 とす る と黄水仙色 のほ うが明 るいな……」[773]

しか も,「軍服」をめぐりあれこれ夢想する主人公の姿には,「有閑階級の青年

将校」という当時の典型的な人物像さえも認めることができよう。 このような

タイプは王政復古期にすでに見 られたようで,サ ン=シ モン主義的な社会改革

者 とよぶにふさわしい医師ベナシスの人生を物語 るバルザックの 『田舎医者』

(1833年9月 出版)の 冒頭部分にも,少 尉として配属 される風見鶏的な貴族院

議員の息子の挿話がシニカルに語 られるのを読むことがで きるlo)。『リュシア

ン・ルーヴェン』第1部 ・第5章 にも7月 王政下の羽振 りのよい青年将校 たち

の存在をレジチ ミストの立場から皮肉つた紋切り型の表現 「身を売つた政

府支持議員の息子さん」[809]が 見 られるが,む ろん ここで主人公 リュシ

アンを論 じるにあたつては,彼 らとの社会階級や支持する政治思想の相違など

はあまり問題ではなく,箔 をつけるために軍職につ くお金持ちのお坊 つちゃん

といつた,い わばステレオタイプ化 した既存のイメージと主人公 リュシアンが

小説の導入部分においてきわどい類似を見せている点こそが重要なのだ。第1

部 ・第2章 の リュシアンと槍騎兵第27連 隊つきフィロ トー中佐の2度 目の会

見の挿話でスタンダールは,こ うした 「おしゃれな青年将校」を皮肉るのみな

らず,さ らに,変 質 してしまつた元ナポレオン軍の将校 という別種の典型的な

軍人像 と組みあわせなが ら,7月 王政下の国民軍についての見事な風刺をおこ

なっている

し か し,こ の 老 兵 の 気 骨 は15年 間 の 王 政 復 古 期 に う ち の め さ れ,パ リの に や け男

(muscadindeParis)が 一 足 飛 び に連 隊 つ き の少 尉 に な ろ う と,い っ こ う不 快 を 感

じな くな って い た。 ヒロ イ ズ ムが 後 退 す る につ れて 打 算 が 割 り こ ん で き,フ ィロ トー

はす ぐさ ま この 青 年 〔リュ シ ア ン〕 を ど う利 用 で き るか を計 算 して,父 親 は代 議 士 か

と たず ね た。[778,強 調 は ス タ ンダ ー ル]

ス タ ン ダ ー ルが ブル ジ ョ ワ階 級 の主 人 公 に た い し,「 に や け男muscadin」 と
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いう,も ともとは大革命時のお しゃれな王党派青年を形容する語をもちいてい

る点からも,当 時このような類型的な人物像は社会階層間の対立をこえて見 ら

れるようになつていたことが窺い知れよう。 してみると,「パ リのにやけ男」

にとつての 「鶏頭色の笹飾のついた緑の軍服」とは,「変わつた感 じの青と金

色のぜいたくな部屋着」や 「鶏頭色のカシ ミヤのズボン」などの等価物にすぎ

ず,や はり7月 王政時代のひとつの戯画的人物像の形象化のために配置されて

いる細部だとみなしておくこともできそうだ。

ただし,こ こでの主人公にたいするアイロニーの射程 と効果を正 しく見定め

るたあには,リ ュシアンがまだ物語の出発点にいることに留意 してお く必要が

あろう。批判の根拠は政治的というよりモラリスト的であり,そ の場合でも分

不相応な奢修 というような次元で非があばかれているとするのは謬見で,物 語

の展開するに したがつて主人公が単なる 「パ リのにやけ男」以上の存在になつ

ていくのに読者は立 ち会 うことになるか らだ。端的な例 として,第1部.第

12章 の従僕 の仕着せをめぐる連隊長 との謝いの挿話が挙げられる。いかにも

狭量で俗な人物の典型である連隊長は,数 名の従僕たちに 「いやにおおきな飾

り紐」のついた 「けばけばしい色の仕着せ」をきせて 「これみよがしに往来を

のし歩 く」 リュシアンの姿に腹をたてて,仕 着せの召使はひとりまでという命

令をだす一

リュシア ンは従僕 に平服を着せて,こ の うえ な く粋 な姿 に仕立て たが,そ れ は彼 らの

ぎこちない俗 っぽ い態度 と,滑 稽 な対照 をなす もので あつた。 この新 しい服 をつ くる

の に,彼 は土地 の洋服屋 を使 つた。想像 もしなか ったが,こ うい う事情 で彼 のひやか

しはまん まと図 にあた り,社 交界で も大 いに面 目をほどこ して,コ メル シー夫人 か ら

お世辞 をいわれた。 ドカ ンクール夫人 や ピュイ ロー ラン夫人 にいた つては,も う彼 に

夢中 だ った。[893]

〈衣裳〉が対人関係の駆けひきの武器に変貌するこの挿話において,凡 百 の

「お しゃれな青年将校」たちの群からぬきんでた主人公の一面が肯定的に描き

だされるのを目にするならば,裕 福な出自や優雅な趣味 もそれ自体をとりあげ

てみてもなんら否定的な要素だとはいえまい。

小説の導入部で主人公を時代のひとつの典型 として軽い皮肉をまじえて呈示

するという手法は,世 紀病的ヒーローから叙事詩的な英雄にいたるまで多様な
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主 人 公 像 を うみ だ した ロマ ン主 義 文学 に あ つて もあ ま り例 が な いの で はな いだ

ろ うか 。 「ア ル マ ンス』 や 『赤 と黒 」 と い っ た ス タ ンダ ー ル 自身 の先 行 作 品 と

比 較 して み て も,オ ク タ ー ヴ ・マ リヴ ェ ー ル は性 格 の 「奇 妙 さsinguralit6」,

ジ ュ リア ン ・ソ レル は鄙 に まれ な 語学 力 と,主 人 公 た ち の 社 会 にお け る例 外 的

な存 在 と して の 片鱗 が はや く も物語 の 冒 頭 で 示 され て い る点 で 大 き く異 な つて

い よ う。 と りわ け ロマ ン主 義 の も つ と も英 雄主 義 的 な 主 人 公 と も いえ る後 者 と

は設 定 か ら して対 蹟 的 で あ る。 じ っ さい,社 会 的 な 野心 の きわ め て 希 薄 な この

ブル ジ ョ ワ青 年 の物 語 に つ い て,モ ー リス ・バ ル デ ッ シ ュ は小 説 にお け る主 人

公 の 中心 的 な役 割 を首 都 パ リや地 方 の ハ イ ソサ エ テ ィの 活 写 を 可 能 にす るた め

の 「証 人 」 「旅 行 者 」 で あ る と,ど ち らか と い え ば 消 極 的 な位 置 づ け を して い

る しll),ま た ジル ベ ー ル ・デ ュ ラ ンは反=英 雄 的 な 性 格 サ ン ト=ブ ー ヴ の

「愛 慾 』 や ミュ ッセ の 「世 紀 児 の告 白』 にみ られ る内 省 的 な タイ プ と は系 譜 を

異 に す る を小 説 の テ ー マ か ら構 造 にわ た り詳 細 に検 討 して い る12)。 こ う し

て み る と,「 リュ シ ア ン ・ル ー ヴ ァ ン』 に お い て 主 人 公 を あ え て ス テ レオ タ イ

プ か ら出発 させ た の は,世 相 の 風 刺 を 基 調 と した快 活 で軽 快 な文 体 の み な ら

ず,新 趣 向 の意 外 性 を ね ら つた ス タ ン ダー ル の文 学 的 な戦 略 とい え よ う。 と は

い え小 説 の全 体 的 な構 想、に か らめ た解 釈 を して お く こ と も必 要 だ 。 ミシ ェル ・

クル ー ゼ が 見 事 に分 析 した よ うに,7月 王 政 期 の フ ラ ンス社 会 の戯 画 的 な 形 象

化 が主 題 とな る この作 品 は,ほ か の どの ス タ ン ダー ル の 小説 に も ま して,ブ ル

ジ ョワ ジ ー の 台 頭 と ジ ャー ナ リズ ムの 飛 躍 的 な発 展 が み られ た時 代 の思 考 様

式,つ ま り出来 合 い の政 治 的 ・社 会 的 な レ ッテ ル,紋 切 り型 の 文 句 や 考 え な ど

が 人 々 の 判 断 か ら表 現 に い た る ま で 横 行 す る実 態 を 浮 き ぼ り に し よ う と す

る13)。 そ の意 味 で は,あ き らか に バ ル ザ ッ クよ り も フ ロー ベ ール の 作 品 に近 い

性 質 を もつ と い え よ うが,『 リュ シ ア ン ・ル ー ヴ ァ ン』 で特 徴 的 な の は,ス テ

レオ タイ プ が作 中人 物 の風 刺 に もち い られ るば か りか,そ の こ とに 鈍 感 な 読 者

に と って もひ とつ の罠 とな り う る点 で あ る14)。物 語 の語 り手 が リュ シア ンの一

面 を椰 楡 して い る の は た しか だ が,し か し同 時 に作 者 に よ る密 や か な皮 肉 が,

主 人 公 を ブル ジ ョ ワ青 年 の典 型 と して の み理 解 し,安 心 して しま う読 者 の 方 に

む け られ て い る の で は あ る ま い か.
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小 説 の 第1部 にお いて リュ シ ア ンが 身 に ま と う軍 服,わ けて もそ の服 地 の色

の もつ 象 徴 的 な 価 値 にか ん して は,す で に ジ ャ ン=ポ ー ル ・ヴ ェ ベ ー ルが 作 家

の幼 少 期 の体 験 に さ か の ぼ って解 釈 を試 み て い るが15),わ れ わ れ はべ つ の 観 点

か ら この問 題 を再 検 討 して み た い。 まず 読 者 は ナ ン シーへ 出発 す る以 前 の主 人

公 の 行 動 を 読 む か ぎ り,軍 服 の 色 に 「緑 色 の/未 熟 なvert」 と い う2重 の意

味 を読 み と つて しま うの で は あ るま い か。 とい うの も,第2章 で初 対 面 の フ ィ

ロ トー 中佐 の俗 な外 見 に失 望 し,お ま け に そ の こ とで従 兄 に説 教 を され て,屋

敷 に も ど るや軍 服 を乱 暴 に脱 ぎす て涙 な が らに父 親 に抱 きつ く,と い う一 幕 が

主 人 公 に よ つて演 じ られ て い るか らだ.リ ュ シ ア ンの心 情 の 吐露 は父 親 に理 解

され ず,軍 人 に ふ さわ し くな い とか え って た しな め られ る。 涙 の 交 換 が 盛 ん に

称 揚 され た18世 紀 の文 学 のパ ロデ ィー で あ る と同時 に,「 男 ら しさ」 の規 範,

と い う よ り もそ れ ぞ れ の 職 業 特 有 の 「ら しさ」 の習 得 が 処 世 術 と密 接 に むす び

つ い た7月 王 政 期 の フ ラ ン ス社 会 の あ り様 を う か が わ せ る挿 話 と読 む な ら

ば16),た しか に主 人 公 の ふ るま い は軽 蔑 的 な ニ ュ ア ンス を こめ た 「未 熟 さ」 の

一 言 で 要 約 す る こ と も可 能 だ ろ う。 と は い え,こ こに示 さ れ る よ うな一 般 的 な

暗 黙 の了 解,ド ク サ に属 す る見 方 か らす れ ば 「未 熟 さ」 と同一 視 さ れ う る主 人

公 の過 度 の感 じやす さ こそ,ほ か な らぬ ス タ ン ダー ル世 界 の主 人 公 た ち に共 通

の,も つ と も肯 定 的 な 資質 の ひ とつ で あ る こ と も見逃 す こ とは で きな い。 ス タ

ン ダー ル 的 な テ クス トを読 む楽 しみ とは,こ の よ うな罠 の 仕掛 け,二 重 化 され

た言 説 を 見抜 く こ とに あ る とい え よ うか。 した が って,小 説 のーは じま り にお い

て は リュ シア ンの軍 服 の 「緑 色 」 の 含 み もつ 象 徴 的 な 意 味 あ い も両 義 的 な もの

と映 じう るわ けだ が,さ らに注 目す べ き こ と に,物 語 の 展 開 に と もな い そ の曖

昧 と もい え る象 徴 性 は しだ い に特 権 的 な 性 格 を 色 濃 くお びて い く こと に な る の

で あ る

リュシア ンが目をあげ ると,大 きな家が 目に はい ったが,こ れ まで連隊が通 りす ぎ

て きた家々に くらべて,そ れ ほど見苦 しくもな さそ うだ つた。広 い白壁の中央 には,

はでな緑色 のペ ンキを塗 つた鎧戸 がかか つて いる。「趣 味のな い田舎者 はなん とあ く

どい色を使 うんだ ろう」

リュシアンが こういう無礼な考えを楽 しんで いると,そ の とき,緑 色の鎧戸がす ご
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しほ そ 目 に ひ らか れ た。 み ご と な ブ ロ ン ドの,お 高 くと ま つ た と い う感 じの う ら若 い

女 で,連 隊 の分 列 行 進 を見 に 出 て き た の だ っ た。 こ の美 しい顔 を見 て,リ ュ シ ア ンの

陰 気 な考 え はす つか りふ っ と び,心 は い き い き と して き た。 〔…〕

リュ シ ア ンの 属 して い る第2中 隊 が とつ ぜ ん 動 き だ した の に,彼 は じつ と目 を は で

な緑 色 の 窓 に そ そ い だ ま ま馬 に拍 車 を あ て たか ら,馬 はす べ って 倒 れ,リ ュ シ ア ンを

地 上 に ほ う りだ した。[794]

第1部 ・第4章 に お け る主 人 公 た ち の 有名 な 出 会 い の場 面 。 ジ ャ ン ・ル ーセ が

示 唆 した よ うに17),恋 物 語 と して の 独 自性 が 恋 愛 の諸 相 に お け る主 人 公 た ち の

あ い だ の 「距 離 」 に よ つて発 揮 され る とい う点 で,文 学 史上 にい か な る モ デル

もみ つ か らな い,リ ュ シ ア ン と シ ャ ス ト レー ル 夫人 の風 変 わ りな 恋愛 の 端 緒 と

な る くだ りで あ るが,ま ず こ こで主 人 公 リュ シ ア ンの視 界 に と び こむ2つ の

色,「 緑 色 」 と 「白色 」 が特 権 的 な恋 の ラ イ トモ チ ー フ と して 第1部 の テ ク ス

ト中 に しか るべ く配 置 され て い る とい うベ ル ナ ー ル ・フ ール ニ エの 指摘 を思 い

お こ した うえ で18),そ の構 成 に つ い て わ れ わ れ な りの読 解 を こ こ ろみ た い。

最 初 の落 馬 の 日以 降,正 統 王 朝 派 の貴 族 夫 人 と共 和 主 義 の少 尉 で あ るが ゆ え

に,2人 の あ い だ に は まだ 社 会 的 に も空 間 的 に も大 き な距 離 が あ る。 た だ ひ と

つ視 線 に よ って しか相 手 へ の 関心 を無 媒 介 的 に み た す こ とが で きな い。 そ の よ

うな状 況 の な か で 「白壁 」 と 「緑 色 の鎧 戸 」 とい う2つ の色 は,夫 人 の 姿 を も

とめ る視 線 が た び重 な る こ とに よ つて,主 人 公 の心 理 的 な次 元 で しだ いに 換 喩

的 な 性 格 を お び て い つた と は考 え られ ま い か19)。第1部 ・第10章,シ ャス ト

レー ル夫 人 に近 づ くた め に策 を講 じ,ナ ン シー の貴 族 社 会 に う ま く迎 え い れ ら

れ た主 人 公 が,テ オ ドラ ン ド ・ ド ・セ ル ピエ ー ル嬢 と出会 う場 面

そば にすわ つて いる娘 はひどい赤毛で,背 丈が5フ ィー ト4イ ンチ近 くもあ り,大 き

な純白の ドレスを着て幅のひ ろい緑のバ ン ドを しあ,こ れが痩せてぺ しゃん この胴 ま

わ りを ぐつとひ きたてて いた。 白と緑の この とりあわせ は リュシア ンにはたいそ う醜

く思われたが,こ の ように彼が よその社会の趣味の悪 さに不愉快を感 じたの は,す こ

しも政治的な立場 か らで はなか った。[872]

主人公の視界にとびこむ 「純白の ドレス」 と 「緑のバンド」は,そ の心中に嫌

悪感を喚起するという点で,最 初の落馬の場景における 「白壁」 と 「緑色の鎧

戸」のテーマ的反復 となつているが,こ こで語 り手によつてなされる心理的な
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説 明 は,シ ャス トレー ル夫 人 との 出会 い以 降 の主 人 公 の 内面 の変 化 を示 唆 して

い るよ う に思 え る。 「白色 」 と 「緑 色 」 の 暗 示 す る政 治 的 意 味 と は,前 者 が ブ

ル ボ ン王 家 の色 で 当 時 の正 統 王朝 派 の エ ン ブ レム と もな つて お り,後 者 の 方 は

フ ラ ン ス王 妃 の色 と され て い た点 を さ して い るの だ が,「 彼 が よそ の社 会 の趣

味 の悪 さ に 不愉 快 を感 じた の は,す こ しも政 治 的 な 立 場 か らで はな か つた 」 と

い う一 文 は,は じめ 主 人 公 が 「白 壁 」 と 「緑 色 の 鎧 戸 」 にた い して 抱 い た印 象

「趣 味 の な い 田 舎 者 はな ん とあ くど い色 を つ か うの だ ろ う」 に政 治 的

な 判 断 が は い つて い た こ とを 窺 わせ は しま い か。 「白 と緑 の この と りあ わ せ」

が リュ シ ア ンを 不 愉 快 に させ る の は,い うまで もな く,そ れ が 無 意 識 の うち に

「白壁 」 と 「緑 色 の鎧 戸 」,す なわ ち シ ャス トレー ル夫 人 を思 い起 こさ せ るか ら

に ほか な らな い。 もち ろん,本 来 の彼 女 自身 とい うよ り も,ま だ手 の と どか な

いか け離 れ た存 在 と して の夫 人 で あ り,リ ュ シア ンの不 快 感 は この 「隔 た り」

の意 識 に 由来 して い る の で あ る。

と ころ で セ ル ピエ ー ル 嬢 は,「 白 と緑 の この と り あ わ せ」 に よ る第 一 印象 に

もか か わ らず,リ ュ シア ンが心 を許 す数 少 な い友 人 とな り,や が て は夫 人 との

恋 の仲 立 ち 的 な役 割 を無 自覚 に演 じ る人 物 と もな るの だ が,こ う した構 図 は主

人 公 と シ ャ ス トレー ル夫 人 の恋 愛 が 「白壁 」 と 「緑 色 の 鎧 戸 」 の悪 印 象 に先 立

た れ て い た構 図 に み ご と に呼 応 して い る。 そ の 意 味 で セ ル ピエ ー ル嬢 の衣 裳 の

色 は,主 人 公 た ち の恋 物 語 の 「中 心 紋miseenabyme」 と は い え な い ま で

も,小 説 の 構 成 にお け る予 告 的 な機 能 を もつ て い る の が理 解 で き よ う。

「緑 色 」 と 「白色 」 とい う対 に な つた2色 は,さ らに 第1部 ・第15章 に は じ

ま る マ ル シ ー イ侯 爵 夫 人 邸 で の舞 踏 会 の場 景 に も見 い だ せ る

中に入ろ うとして,リ ュシアンはどの婦人 もみな緑の リボ ンか 白の リボ ンをつ けて

い るのに気がついたが,ぜ んぜん腹を立て たり しなか つた。 この侮辱 は国家 の元首,

つ まり裏切 り者の元首 にむ け られて いる。[913]

ここでも色のもつ政治的な意味あいに言及がなされているが,セ ルピエール嬢

との出会いの場面 とは異なり,主 人公がいかなる不快感 も示 していないのは,

この間にシャストレール夫人との関係に変化が生 じたためであろう。彼女 とは

「社交界で一度 も出会 つたことがない」状態がつづいていた主人公は,「習慣か
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らほ とん ど毎 日 の よ うに」 通 つて い た 「緑 色 の鎧 戸 」 の下,つ ま り夫 人 の眼 前

で の2度 目 の 落 馬 を して し ま う(第13章)。 この ライ トモ チ ー フの 後 ほ ど な

く,2人 は コ メ ル シー夫 人 邸 で 遭 遇 し(第14章),セ ル ピエ ー ル 邸 で 紹 介 さ れ

(第14章),別 の 日 の セ ル ピエ ー ル邸 で の 晩 餐 会 で は,ほ ん の か た ち だ けで は

あ るが 会 話 を 交 わ す まで に な る(第15章)。 つ ま り,そ れ まで2者 の間 に あ つ

た空 間 的 な 「距 離 」 が 一 挙 に縮 ま つた と こ ろで,第15章 の 舞 踏 会 の場 景 を む

か え るの で あ る。

緑 と 白の リボ ンと い う ライ トモ チ ー フ につ い て は,も はや 多 く語 る必 要 は あ

る ま い。 リュ シ ア ンは こ と ば,シ ャス トレー ル夫 人 は ま な ざ し と,異 な る か た

ちで それ ぞ れ が 恋 の告 白 をす る,最 初 の ク ライ マ ック スが この舞 踏 会 の場 景 に

置 か れ て い るか らで あ る。 た だ し,こ こで 見 落 と して は な らな い の は,主 人 公

た ち の身 に ま と う衣 裳 が,ほ か な らぬ 「緑 の軍 服 」 と 「白 の ドレス」 で あ る点

だ

東部 フランスは軍人 びい きのはなはだ強い地 方で,軍 服には好 意を よせてい る。 リュ

シア ンが舞踏会 の最大 の花形 として とお つたの も,大 部分は,彼 が この社交界で優美

に軍 服をつけたほ とん ど唯一 の男だ った ことによ る。[914-915]

シ ャス トレー ル夫 人 は簡 素 な 白 の ドレ スを 着 て い た 〔… 〕[916]

ジ ャ ン ・ル ー セ が いみ じ く も指 摘 す る よ うに20),第15章 か ら第19章 に わ た る

こ の舞 踏 会 の場 景 こ そが,小 説 全 体 の なか で真 っ先 に執 筆 さ れ た,い わ ば作 家

の イ マ ジ ネ ー シ ョ ンの重 要 な核 と も見 なせ る部 分 で あ る な らば,互 い に か わ さ

れ る告 白 の場 面 に先 立 つて,主 人 公 た ちが 一 緒 の組 で カ ド リー ユ を踊 り ワル ツ

を踊 る と い う,「 緑 色 」 と 「白色 」 の 衣 裳 の うみ だ す動 的 な コ ン トラ ス トが,

な に よ り も2人 の恋 を象 徴 す る特 権 的 な色 彩 的 要 素 と して ス タ ン ダー ル の脳 裏

に思 い描 か れ た,そ う推 測 す る こ と もで き る の で は な いか 。 しか も 「白色 」 は

そ の 名 前(Chasteller)に 示 さ れ る よ うに 夫 人 の 「純 潔 さchaste」 を,ま た

青 春 の象 徴 と もされ る 「緑 色 」 は リュ シア ンの処 世 の型 に は ま らぬ 「あ ど け な

さnaivet6」21),す な わ ち 〈感 じや す い魂 〉 を想 起 させ るの で あ る。

以 降 の展 開 で は,も は や この2色 を対 に した ライ トモ チ ー フは もち い られ な

くな る。 か わ つて 「緑 の鎧 戸 」 や,ド カ ン クー ル夫 人 邸 の 「小 さ な緑 色 の テ ー
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ブル 」,ビ ュ レル ヴ ィ レー ル の森 の な か の カ フ ェ ・ハ ウ ス 「緑 の狩 人leChas-

seurvert」 な ど,「 緑 色 」 の み の モ チ ー フが恋 の進 展 に お け る重要 な局 面 に お

か れ る こ とに な る。 この 転 換 は舞 踏 会 の 場 景 を さか い に2人 の 関 係 が 変 化 した

こ とに 呼 応 した もの だ ろ う。 つ ま り,差 恥 心 か ら容 易 に は主 人 公 を うけ いれ な

い シ ャ ス トレー ル 夫 人 と,疑 念 に 苦 しむ リュ シア ンに よ る恋 の二 重 唱 に お い

て,緑 の軍 服 を きた,文 字 どお り 〈緑 の 狩 人 〉 で あ る主 人 公 の攻 め る役 割 の方

が 今 や叙 述 の基 調 を な す こ と,ま た 森 の ふ か い緑 と甘 美 な 音 楽 につ つ まれ た

「緑 の狩 人 」亭 が 特 権 的 な恋 の トポ ス と して 機 能 す る こ と に関 連 して い るの で

あ ろ う。

結 語

リュシアンとシャス トレール夫人の恋愛を縦糸に,7月 王政期の社会風刺を

横糸にして編まれたともいえる 『リュシアン・ルーヴエン」のなかで,主 人公

たちの 〈衣裳〉という風俗的な細部が,い ずれの主題においてもきわめて重要

な役割を演 じるモチーフとしてテクス トに織 りこまれているという特徴があき

らかになつたと思 う。 このような手法は 『アルマンス』や 「赤 と黒』の創作に

は見 られなか つたものではあるまいか。

また 〈衣裳〉のモチーフにかんするもうひとつ特色 としては,パ リが舞台の

中心をしめる小説の第2部 では,第1部 と大 きく異なることに,主 人公や副次

的な作中人物たちの服装に言及があまりなされない点があげられよう。内務大

臣の秘書 となつた主人公の身をつつむ地味な黒服 は,い かなる主題論的な光彩

も放つことはなく,ご くおとなしい風俗的な細部にとどまつている。 この事実

はひるがえつて第1部 における 〈衣裳〉の重要性を証するものであろう。

ところで,ス タンダールはこの未完の小説の執筆中,『 ルーヴェン』『マルタ

島のオレンジ』『信号機』「赤と白』『鶏頭色 と白』「プレモルの森』『緑の狩人』

というように,い くつかの表題を候補にあげている.わ れわれの考察結果か ら

見れば,全 体の草稿がほぼ書 きあげられたのち,主 として1835年9月 に口述

筆記 された草稿の題名に 『緑の狩人』が選ばれている事実はたいへん興味ぶか

くもあるが,こ の問題の検討はいずれ別の機会にゆずりたい。
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